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論文内容要旨
緒言
 microsロrgicaltechniqueの導入以来,細小血管吻合は飛躍的に進歩したが,脳深部での血
 管吻合では周囲の脳組織,血管,神経等の損傷は許されず,視野が非常に狭い上に吻合時間の短
 縮等が要求される。著者等は操作の簡便化,操作時間の短縮,特殊な器械を用いない事を目的と
 して可溶性支持管と生体接着剤を用いた無縫合吻合法を考え,開発を進めてきた。これは血流中
 で容易に溶解消失する可溶性支持管を支柱として,吻合すべき血管断端を接合させ,接合部に接
 着剤を塗布するもので,血流再開させると支持管は短時間で溶解消失し,血管吻合が完了すると
 いう方法である。著者等は既にこの方法で外径2,5～3.5磁の血管吻合において80%以上の開
 存率を得る事ができた。しかしそれ以下の管径の吻合は可溶性支持管の作製が困難な為,不可能
 であった。しかるに頭蓋内血管吻合には外径1～2㎜という細小血管の吻合が必要な事があり,
 著者は外径1㎝前後の血管の無縫合吻合法を可能にすべく可溶性支柱の改良を検討し,その作製に
 成功した。これを用いて手術用顕微鏡下に動物実験で血管吻合を行なった。さらに吻合部の血管写,
 組織学検索に加えて吻合部の強度等についても検討した。
基礎実験
 可溶性支柱の改良,作製について検討を行なった。支柱としては中腔を有するものが理想的で
 あるが,本法の目的とする径1剛以下の可溶性支柱に中腔をおく事は非常に困難な為,より作製
 法の容易な他の形態のもので代用できまいかと考え,中腔のない棒状支柱,側溝付き支柱を考案
 して作製した。材料はsaccharose85%,polyvinylpyrohdonl'1%,polyethylenglycd1
 %の混合糖粉末を用い,これを用手的に練合固化して径0、6～1.6㎜の紡錘形の支柱を作成し,
 次いで中控性支持管,中腔のない棒状支柱,側溝付き支柱の3者に対して溶解モデル実験を行な
 って各々の溶解能を比較した。その結果,3者とも2分前後で円滑に溶解消失して血管吻合への
 応用が期待できた。そこで最も作製法の容易な棒状支柱を作り,動物実験での血管吻合術に使用
 した。
動物実験
 200～4009のラット109頭の総頚動脈または大腿動脈を吻合血管,大伏在及び大腿静脈を
 自家静脈片として用い,1)動脈端々吻合法,2)端々吻合による静脈片の動脈移植法,3)端
 側吻合による静脈片の動脈移植法について無縫合血管吻合法を行なった。吻合血管の内腔支持に
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 は・∫溶性棒状支柱とテフロンチューブを用い,接着剤はα一ethyl-cya・oacry1`1tem・nomerを
 使用して手術用顕微鏡下に行なった。
結果
 術後1～4時間の直視下観察で開存状態をみて急性期成績とし,開存例は長期観察を行なって
 慢性期成績とした。動脈端々吻合の急性期成績は最初42.8%の開花率であったが,1年以内に
 100%の開存率を得,経時的な向上がみられた.慢性期成績は動脈端々吻合では11-1から1年の
 観察で56例中開存49例,閉塞6例,不明1例で開存率87.・%,端々吻合による静脈片の動脈移
 植例では1口から2ケ月の観察で27例rl]開花22例,閉塞3例,出血2例で開存率81.5%であっ
 た。端側吻合による静脈片の動脈移植例では21■iから121」の観察で6例中開存3例,閉塞3例で
 開存率50%であった。各群とも血管の太さによる開存率の差はなかった。血管写所見は郵ゴ脈端々
 吻合例で25例に行ない,著明な狭窄をきたしたものは2例のみで術後動脈瘤の発生はなかった.
 静脈片の端々吻合による動脈移植例で行なったig例中4例に動脈瘤の発生がみられた,、その発生
 部位は吻合部ではなく,静脈移植片の枝を切断したその断立ll、i部から発生していた。組織学的には,
 術後1日目からfibrin薄層の析出.iがみられるが,吻合部の器質化,接着剤が膠原線維で覆われ
 始めるのは1週間を過ぎてからであった。1ケ月以降では内皮細胞様細胞が内腔面を覆う様にな
 った。動脈移植片は1ケ月日には内膜,中膜,さらに接着剤を覆う外膜の著明な肥厚がみられた。
 吻合部の強度の検討として耐圧試験及び抗張力試験を経時的に行なって変化をみた。耐圧試験で
 は術後動脈瘤の発生をみた端々吻合による静脈片の動脈移植例2例が低値を示した以外は全経過
 を通じて400mmllg以上の圧に耐えられた。抗張力試験では術後1週間までは抗張ノ」も比較的
 弱く,接着剤の量に影響されたが,3週間を過ぎると吻合部も膠原線維で補強される為,抗張力
 は増強し,離断部は吻合部以外の部位にみられ,吻合部の強さが証明された。
結語
 従来外径2㎝以下のゴ且管の無縫合血管吻合法は技術的に困難であったが,本研究では可溶性支
 柱の改良により,外径1㎜前後の血管吻合の応用が可能となり,その吻合成績も80%以上の開存
 率を得る事ができた。さらに本法は縫合法に比し,簡便かつ特殊な器械も要せず,短時間ででき,
 将来,臨床の応用重)期待できると思われた。
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 審査結果の要旨
 microsurgicaltechniqueの導入以来,細小血管吻合法は飛躍的に進歩したが,脳深部での
 血管吻合には視野が狭い事,吻合時間の短縮を要する事等の問題点が残る。そこで当教室では操
 作の簡便化,操作時間の短縮,特殊な器械を使用しない事を目的として可溶性支柱と接着剤を用
 いた無縫合吻合法を考え,開拓してきた。その結果,外径2,5～3.5朋の血管吻合に好成績を得
 る事ができた。しかし,頭蓋内血管吻合では外径1～2朋というさらに細い血管の吻合が必要と
 なる事がある。しかるに従来の中腔性可溶性支柱は作製が困難な為,外径2死斑以下の血管吻合は
 不可能であった。著者はこれらの問題を解決すべく可溶性支柱の改良とmicroscopeを用いてこ
 の研究を行なった。
 基礎実験では糖質混合粉末を材料として種々の可溶性支柱を作製して,それらを比較検討し,
 棒状支柱の有用性を認めた。この棒状支柱は作製が簡単で目的の外径1～2朋の血管吻合を可能
 にした。
 動物実験はラットの総頚動脈,大腿動脈,大腿静脈等を用いて,動脈端々吻合,端々吻合によ
 る静脈片の動脈移植術,端側吻合による静脈片の動脈移植術が行なわれたが,その結果,それぞ
 れ87.4%,81、5%,50%と好成績を得る事ができた。
 吻合部の強度に関しては耐圧試験,抗張力試験を行ない,その強度の確かなる事を証明した。
 吻合操作時間は動脈端々吻合で7.5分,端々吻合による静脈移植例で22分と短時間であり,本
 来の目的を満たすものと思われた。
 本研究は可溶性支柱の改良と手術用顕微鏡の利用によって,従来行なわれてきた無縫合の血管
 吻合法の限界を打破し,1ππ前後の血管の吻合に成功した。脳血管吻合のみならず,今後の脈管
 外科学の発展に大いに寄与するものと思われる。よって本論文は学位授与に値する。
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